
平成 29 年 11 月 27 日 

 

会員各位 

 

一般社団法人徳島県社会福祉士会 

会長 和泉 芳枝 

 

 

「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」へのご協力のお礼とご報告 

 

 

拝啓、初冬の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 日頃は、当会の運営にご尽力いただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、9月に行いました「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」に、ご多忙

中にもかかわらずご協力いただきありがとうございました。おかげさまで、114

名の会員の方々にご協力いただくことができました。 

 この度、アンケートの集計結果が出ましたので、簡単ではございますが一部を

紹介させていただきます。また詳細の結果につきましては、後日ホームページに

掲載する予定です。 

 今回の調査は、今後の徳島県社会福祉士会の活動に向けて皆様のお考えをお

伺いすることを主な目的として行いました。その結果、多くの会員の方々が、徳

島県社会福祉士会に対して真摯な姿勢をお持ちであることが分かりました。今

後はより詳細な分析を行い、報告書として公表いたします。 

 今後も、皆様のご意見をお伺いしながら県士会活動を推進してまいります。今

後も皆様のお力をお貸しいただければ幸いです。 
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徳島県社会福祉士会は、「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」について、総務・広
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本結果速報版は、主要な調査結果をグラフ化して整理し、その概要をお知らせするも

のです。自由意見欄の集計は行っていません。 
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Ⅰ，調査概要   
 

１，調査の目的 
 

この調査は、徳島県社会福祉士会に入会している会員の意識調査を実施し、今後の徳島県社会福

祉士会を活動推進していく上での基礎資料とすることを目的とする。 

 

２，調査の方法 
 

対象者   ：徳島県社会福祉士会・全会員（274 名） 

調査方法  ：郵送調査法 

  調査票  ：「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」 

 

３，調査内容 
 

① 回答者の基本属性 

② 入会目的・入会満足度について 

③ 社会福祉士会への関与度 

④ 社会福祉士会へ期待する役割 

⑤ 広報（会報・HP）について 

⑥ 認定社会福祉士について 

 

４，調査実施時期 
 

  平成 29 年 9 月 4 日～平成 29 年 9 月 24 日 

 

５，回収状況 
  

発送数：274 票 

回収数：114 票 

回収率：41.6% 

 
６，集計・分析方法 

 
  統計解析ソフト JMP で集計・分析した。 

 

  ※%は小数点以下第 2 位を四捨五入し小数点以下第 1 位までを表記している為、%の合計が 

100%にならないことがある。 
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Ⅱ，調査結果の分析   

 

★回答者の基本属性 
 

■回答者の「男女比」は 1:1.6 で女性が多い。 

 

１ 性別（n=114） 

 

 
 

■回答者の「年代」は「40 歳代」36.8%で 1 位、「20 歳代」は 3.5%で最下位。 
 

２ 年代（n=114） 

 

         

 

■回答者の「入会年数」は、10 年以上が 3 割を超える。 

 

3 入会年数（n=114） 

       

   

◆性別は「女性」が 59.6%、「男性」が 36.8%

となっている。無回答者 3.5%。 

◆年代別回答者は、「40 歳代」（36.8%）が

最も多く、次いで「50 歳代」（27.2%）、

「30 歳代」（19.3%）、「60 歳以上」

（13.2%）、と続いた。「20 歳代」は 3.5%

と 1 割にも満たない衝撃の数字となった。 

女性 
59.6%(68) 

無回答 
3.5%(4) 

男性 

36.8%(42) 

30 歳代 
19.3%(22) 

40 歳代 

36.8%(42) 

50 歳代 
27.2%(31) 

60 歳以上 
13.2%(15) 

20 歳代 
3.5%(4) 

2 年未満 
18.4%(21) 

2 年～5年 
21.1%(24) 

5 年～10 年 
22.8%(26) 

10 年以上 
36.8%(42) 

無回答 
0.9%(1) 

◆入会年数については、「10 年以上」

（36.8％）が最も多く、次いで「5

年～10 年」（22.8％）、「2 年～5

年」（21.1％）、「2 年未満」（18.4％）

と続いている。入会年数が長いほど

会員数の割合も多いと考えられる。 
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★回答者の居住地域 
 

■回答者の「居住地域」は徳島市が 32.5%で 1 位。東部圏域が 7 割を占める。 

 

4 居住地域（n=114） 
 

 

     
 

 

 

 

 

 

東
部 

西
部 

南
部 

東部圏域 
71.9%(82) 

南部圏域 
14.9%(17) 

西部圏域 

13.2%(15) 

◆居住地域については、徳島市（32.5%）

が最も多く、次いで板野郡（15.8%）、阿

南市（10.5%）、三好市（8.8%）と続い

た。 

◆圏域別では、東部圏域（71.9%）、南部圏

域（14.9%）、西部圏域（13.2%）の順。 

圏域区分は、徳島県の行政区域に基づいて設定。 
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★回答者の取得資格 
 

 

■回答者の「取得資格」は、介護支援専門員が 60.5％で最も多い。 

 

 

5 取得資格（n=114）※複数回答 

 

 

 

 

★回答者の所属分野 
 

 

■回答者の「所属分野」は、１位は高齢分野（35.1%）、2 位は障がい分野（20.2%） 

 

 

6 所属分野（n=114）※複数回答 

 

 
 

 

 

◆取得資格については、「介護支援専門員」

60.5％が最も多く、次いで「精神保健    

福祉士」32.5％、「介護福祉士」24.6％、

「その他」14.9％、「看護師」3.5％が続

いた。 

「その他」の資格としては、教員免許 4

件、保育士 2 件、調理師 2 件、ヘルパー

3 件、臨床心理士、作業療法士、認定社

会福祉士等があった。 

◆所属分野については、「高齢分野」（35.1％）

が最も多く、次いで「障がい分野」（20.2％）、

「医療分野」（12.3％）、「児童分野」（10.5％）、

が続いた。 
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★回答者の職種・職域 
 

■回答者の「職種・職域」は拮抗しているが、「介護支援専門員」(14.0％)が最も多い。 

 

7 職種・職域（n=114）※複数回答 

 

 

 

★入会理由について 
 

■「必要な情報を得るため」（60.5%）、「スキルアップ・自己研鑽」（57.9%）が半数

以上を占める。 

 

8 入会理由（n=114）※複数回答 

 

◆職種・職域については、「介護支援専門

員」（14.0%）が最も多く、次いで「管

理者/施設長/理事長」（12.3%）、「医

療・精神 SW」（12.3%）が続いた。 

 相談支援専門員ならびに生活支援員/

相談員（障がい）がそれぞれ 8.8％で

続いている。 

◆入会理由については、「必要な情報を得

るため」、「スキルアップ・自己研鑽」

が半数以上を占めた。「人脈・ネットワ

ークづくり」や「専門職として入会が

必要と感じた」についても 40%を上回

った。勧められて入会する会員は 1 割

に満たない。 
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★入会満足度について① 
 

■会員の約 6 割（57.9%）は満足しているが、約 4 割（40.3%）は不満を持ってい

る。 

 

9 入会満足度（n=114） 

 

 

      

 

満足 

18,4%(21) 

やや満足 

39.5%(45) 

やや不満足 

33.3%(38) 

不満足 
7.0%(8) 

無回答 
1.8%(2) 

◆入会満足度について、「満足」が 18.4％「やや満足」

が 39.5%、合わせて 57.9%の会員が県士会に満足

している。対して「不満足」が 7.0%、「やや不満足」

が 33.3%、合わせて 40.3%の会員は県士会に不満

を持っていると思われる。 

①性別で比較すると、入会について女性は満足してい

るが、男性は不満を持っている。 

②年代で比較すると、30 代、40 代は不満があるが、

50 代、60 代は満足している。 

③圏域で比較すると、東部は満足度が高いが、南部と

西部は東部と比べて不満度が高い。 

※「満足」と「やや満足」を合わせて「満足」とした。 

 「不満足」と「やや不満足」を合わせて「不満」とした。 
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④入会年数で比較すると、2 年未満、2 年～5 年の満足度が非常に高い。5 年～10 年は不

満度が高い。10 年以上は満足度が高い。 

 

⑤所属分野別で比較すると、教育、児童の満足度が非常に高い。障がい、高齢も比較的に

満足している。一方で医療、社協、地域包括は、不満度が高い傾向にある。 

※「満足」と「やや満足」を合わせて「満足」とした。 

 「不満足」と「やや不満足」を合わせて「不満」とした。 
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★入会して満足している点について 
 

■ 問 9 で「満足」と回答した会員の約 6 割が「研修会・勉強会に参加しスキルアップ」、

「会員同士の情報交換・交流」、「専門職としての情報入手」に満足している。 

 

9-1 入会して満足している点（n=66）※複数回答 
 

 

 

★入会して満足していない点について 
 

■ 問 9 で「不満」と回答した会員の約 5 割がその他（※主に研修内容）に不満を持っ

ている。 

 

9-2 入会して満足していない点（n=47）※複数回答 
 

 

 
「その他」の意見として（一部抜粋） 

① 専門性が低い。       

② 希望する内容が少ない。    

③ 研修が少ない         

④ 研修会場が遠い。      

 

◆問 9 で「満足」と回答した会員は、「専

門職としての情報入手」（60.6%）、「研

修会・勉強会に参加しスキルアップ」

（59.1%）、「会員同士の情報交換・交

流」(56.1%)に満足している。 

◆ 問 9 で「不満」と回答した会員が満足

していない点として、「その他（※主

に研修内容）」（53.2％）が最も多く、

「研修があっても勤務の都合で参加

できない」（40.4%）、「会費などお金

がかかる」（36.2%）、「自分の休日が

減る」（12.8%）が続いた。 



 9 

★社会福祉士会に期待する役割について 
 

■ 「社会福祉士としての専門性の維持・向上するための活動（例：研修・委員会活動

の充実、制度等の情報提供、個別 SV）」が 86.0%を占める。 

 

10 県士会に期待する役割について（n=114）※複数回答 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 社会福祉士会に期待する役割については、「社会福祉士としての専門性の

維持・向上するための活動（例：研修・委員会活動の充実、制度等の情報

提供、個別 SV）が 86.0%を占めダントツのトップ。「社会福祉士会が、

職能団体として認識されるための活動（例：広報活動、他機関・他団体と

の連携、行政等への要望・意見など）も 60.5%と高い数値を示した。「待

遇改善のための活動」（36.8%）、「倫理及び資質の向上に関する活動」

（36.0%）も 3 割を超えている。あとは、「研究活動の推進」（15.8%）、

「国家資格等取得のサポート」（12.3%）、「その他」（3.5%）と続いてい

る。 
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★県士会活動（研修・総会・懇親会等）への関与度について 
 

■ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）について、回答者の約 5 割（50.9%）が参

加していない。 

 

11 関与度（n=114） 

 

 

 

      

 

◆県士会活動（研修・総会・懇親会等）の参加頻 

度については、「ほとんど参加していない」

50.9%、「都合がつけば参加している」42.1%、

「積極的に参加している 6.1％の順となった。 

積極的に参加 
6.1%(7) 

無回答 
0.9%(1) 

都合がつけば参加 

42.1%(48) 

ほとんど参加しない 

50.9%(58) 

◆性別で比較すると、女性の参加率が男性より高い。 

◆入会年数で比較すると、2年未満の参加率が61.9%

で高い。2～5 年未満、5～10 年未満も 50%を超

えたのに対し、10年以上は 38.1%と低い。 

◆圏域で比較すると、南部、東部の参加率が 50％を

越えたのに対し、西部の参加率は 20%という非常

に低い結果が出た。 

※「積極的に参加している」と「都合がつけば参加してい

る」を合わせて「参加」とした。「ほとんど参加していない」

を「不参加」とした。 
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★県士会活動（研修・総会・懇親会等）の不参加理由について 
 

■ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）の不参加理由は、「仕事の都合」と「家庭の都

合」が同数（55.2%）で最も多い。 
 

11-1 不参加理由（n=58）※複数回答 

 
 

★あなたの関心が強いテーマは何ですか？（※3 つ選択） 
 

■ 関心の強いテーマ・ベスト３は、 

１位 「権利擁護（成年後見制度含む）」（43.9%）２位 「相談援助技術/対人援助

技術」（37.7%）、3 位「医療・介護連携/多職種連携」（30.7%） 
 

12 関心の強いテーマ（n=114）※複数回答 

 

 

◆ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）

について「ほとんど参加していない」

と回答した会員の参加していない理

由について、「仕事の都合」55.2%と

「家庭の都合」55.2%が最も多かっ

た。「研修内容等に魅力を感じない」

20.7%、「その他」15.5%、「地域性

に関すること」12.1%が続いている。 

◆会員の関心の強いテーマは、「権利擁護」（43.9%）

が最も多く、次に「相談援助技術/対人援助技術

（37.7%）」、「医療・介護連携/多職種連携」

（30.7%）「障がい者支援」（29.8%）、が続いた。

社会保障制度（21.9%）地域福祉/地域ﾈｯﾄﾜｰｸ/

過疎地域（21.1%）、高齢者/児童/障がい者 虐待

（19.3%）も 20%前後あり、一定の関心が寄せ

られている。 

12.1%(7) 
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★徳島県社会福祉士会だよりについて 
 

■ 徳島県社会福祉士会だよりは「一応目を通す」が 81.6%。 

 

13 広報誌の評価（n=114） 

 

 
 

 

 

 

■ 徳島県社会福祉士会だよりの改善については、回答者の半数（50.0%）が「どちら

ともいえない」と回答。 

 

14 広報誌の改善（n=114） 

 

 
 
 

 

 

★ホームページの閲覧頻度 
 

■ ホームページは「ほとんど見ない」が 60.5%。 

 

15 HP の閲覧頻度（n=114） 

 

 

 
 

 

 

 

 

じっくり読む 
15.8%(18) 

一応目を通す 
81.6％（93） 

ほとんど読まない 
2.6％（3） 

◆徳島県社会福祉士だよりは、「一応目を通す」（81.6%）、次いで「じっくり

読む」（15.8%）、「ほとんど読まない」（2.6%）。 

現状でよい 
36.0%(41) 

改善を望む 
14.0%(16) 

どちらともいえない 
50.0%(57) 

 ◆徳島県社会福祉士だよりの改善については、「どちらともいえない」

（50.0%）、次いで「現状でよい」（36.0%）、「改善を望む」（14.0％）。 

じっくり見る 

時々チェックする 

0.9%(1) 

38.6%(44) 
ほとんど見ない 

60.5%(69) 

 ◆ホームページの閲覧頻度については、「ほとんど見ない」（60.5%）

「時々チェックする」（38.6%）、「じっくり見る」に至っては 0.9%

というさびしい結果となった。 
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★認定社会福祉士について 
 

■ 認定社会福祉士の認知度は「少し知っている」が 58.8%。 

 

17 認定社会福祉士の認知度（n=114） 

 

 
 

 

 

 

 

■ 認定社会福祉士について、回答者の 43.9%が取得を検討している。 

 

18 認定社会福祉士の取得希望（n=114） 

 

 

  

 

よく知っている 

15.8%(18) 58.8%（67） 
少し知っている 名前だけは知っている 

25.4%(29) 

 ◆認定社会福祉士の認知度は、「少し知っている」（58.8%）、「名前

だけは知っている」（25.4%）、「よく知っている」（15.8%）。「名前

も内容も知らない」は 0％。 

名前も内容知らない 
0.0%(0) 

できれば取得したい 

19.3%(22) 

内容次第で検討したい 

19.3%(22) 

どちらともいえない 

21.1%(24) 

取得は考えていない 

34.2(39) 

その他 
0.9%(1) 

ぜひ取得したい 
5.3%(6) 

◆認定社会福祉士の取得については、「取得は考え

ていない」（34.2%）、「どちらともいえない」

（21.1%）、「できれば取得したい」（19.3%）、

「内容次第で検討したい」（19.3%）、「ぜひ取得

したい」（5.3%）、「その他」（0.9%）という結果

だった。 

◆入会年数別で比較すると、入会歴 2 年未満の回答者

においては 66.7%が認定社会福祉士の取得につい

て検討している。2 年～5 年についても 49.9%と

高い。対して 10 年以上の回答者は 42.9%が取得

を考えていない。入会年数が浅いほど、取得につい

て前向きであることが分かる。 

※「ぜひ取得したい」「できれば取得したい」「内容次第で

検討」を合わせて「取得の検討」とした。 
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徳島県社会福祉士会に関する意識調査 

 

 

平成 29 年 9 月 4 日 

                 

徳島県社会福祉士会  

総務・広報委員会 

                         

 

【調査についてのお願い】 

 

    平素は、徳島県社会福祉士会の活動にご協力を賜り厚くお礼申し上げ 

ます。 

    さて、この調査は、皆さんの当会に対するお考えやご希望をお伺いし、 

今後の徳島県社会福祉士会の活動推進の基礎資料とすることを目的に実 

施いたします。 

    ご協力をお願いいたします。 

    調査の結果は、統計的データと処理し、個人のお名前を公表したり、 

他の目的に使用することは決してありません。 

 

      この調査についてのお問い合わせは、下記にお願い致します。 

 

 

徳島県社会福祉士会 総務・広報委員会 

電話 088-678-8041 

 

（留意事項） 

       各調査項目の回答は、該当する番号を〇で囲んでください。 

       無記名方式でお願いします。 

 

（ご記入、ご返送のお願い） 

◇ 記入された調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）で 9 月 24 日（日）までに 

      郵便ポストに投函してください。 
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【問１】 あなたの性別について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，男 ２，女 

 

【問２】 あなたの年齢について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

   １，20 歳代 ２，30 歳代 ３，40 歳代 ４，50 歳代 ５，60 歳以上 

 

【問３】 あなたのお住まいについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

   南部圏域：１，阿南市 ２，那賀郡 ３，海部郡 

   西部圏域：４，美馬市 ５，三好市 ６，美馬郡 ７，三好郡 

   東部圏域：８，徳島市 ９，鳴門市 10，小松島市 11，吉野川市 

        12，阿波市 13，勝浦郡 14，名東郡 15，名西郡 16，板野郡 

   県外  ：17，その他（    ） 

 

【問４】 社会福祉士会の入会年数について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， ２年未満 ２，２年以上～５年未満 ３，５年以上～10 年未満 

４， 10 年以上 

 

【問５】 あなたの取得資格について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

1，精神保健福祉士 2，介護福祉士 ３，看護師 4，介護支援専門員（主任含む）  

５，その他（            ） 

 

【問 6】あなたの所属分野について、該当する項目に○をつけて下さい。 

  

１， 高齢 ２，障害 ３，児童 ４，医療 ５，行政 ６，司法 

７， 社協 ８，地域包括 ９，教育 10，独立型 11，その他（        ） 

 

【問 7】あなたの職種・職域について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， 介護支援専門員          １１，社会福祉士（市町村） 

２， 社会福祉士（地域包括）      １２，社協職員 

３， 主任介護支援専門員        １３，ＳＳＷ 

４， 生活相談員／支援相談員（高齢施設）１４，児童指導員／相談員 

５， 介護福祉士／介護員／ヘルパー   １５，教員 

６， 管理者／施設長／理事長      １６，事務 

７， 医療／精神ＳＷ          １７，独立型社会福祉士 

８， 相談支援専門員          １８，保健師／看護師 

９， 生活支援員／相談員（障害）    １９，サービス管理責任者 

１０，一般行政職            ２０．その他（           ） 
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【問 8】入会理由について、該当する項目にすべて○をつけてください。 

 

１， 必要な情報を得るため        ６，同僚・知人からの勧め 

２， スキルアップ・自己研鑽       ７，勤務先での加入の義務付け 

３， 人脈・ネットワークづくり      ８，養成校卒業時に勧め 

４， 専門職として入会が必要と感じた   ９，勤務先での手当等に反映  

５， 上司・先輩からの勧め       １０，その他（             ） 

 

【問 9】入会しての感想について、該当する項目に○をつけてください。 

 

１，満足 ２，やや満足 ３，やや不満足 ４，不満足 

 

【問 9-1】１，（満足）、２（やや満足）と答えられた方にお伺いします。 

     入会して満足している点について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

      

１， 研修会、勉強会に参加しスキルアップ 

２， 会員同士の情報交換・交流 

３， 専門職としての情報入手 

４， 給料や昇進に反映 

５， その他（               ） 

 

【問 9-２】３，（やや不満足）、４（不満足）と答えられた方にお伺いします。 

     入会して満足していない点について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

１， 会費などお金がかかる 

２， 研修があっても勤務の都合で参加できない 

３， 自分の休日が減る 

４， その他（               ） 

 

【問 10】社会福祉士会に期待する役割について、該当する項目にすべて○をつけてください。 

 

１， 社会福祉士としての専門性を維持・向上するための活動 

（例：研修・委員会活動の充実、制度等の情報提供、個別ＳＶなど） 

２， 社会福祉士会が職能団体として認識されるための活動 

   （例：広報活動、他機関・他団体との連携、行政等への要望・意見など） 

３， 専門職としての待遇改善のための活動 

４， 社会福祉士としての倫理及び資質の向上に関する活動 

５， 国家資格等取得のサポート 

６， 研究活動の推進 

７， その他（                           ） 
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【問 11】社会福祉士会主催の研修・総会・懇親会等に参加する頻度について、該当する項目に 

○をつけて下さい。  

 

１， 積極的に参加している 

２， 都合がつけば参加している 

３， ほとんど参加していない 

 

【問 11-1】３（ほとんど参加していない）と答えられた方にお伺いします。参加していない 

理由について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

１， 仕事の都合 

２， 家庭の都合 

３， 地域性に関すること 

４， 研修内容等に魅力を感じない 

５， その他（                    ） 

 

【問 12】あなたの関心が強いテーマは何ですか？次の中から特にあてはまるものを３つ選んでく

ださい。 

１，権利擁護（成年後見制度含む）    12，地域福祉／地域ﾈｯﾄﾜｰｸ／過疎地域      

２，相談援助技術／対人援助技術     13，災害支援  

３，障がい者（身障・知的・精神）支援  14，倫理綱領・行動規範 

４，社会保障制度（医療・年金など）   15，生命倫理／死生観／尊厳死 

５，医療・介護連携／多職種連携について 16，ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 

６，生活困窮／低所得者支援       17，ケアマネジメント 

７，児童／児童自立支援／里親制度    18，福祉経営／人材育成／独立型 

８，障がい児童分野           19，SW 実践／事例検討 

９，高齢者／児童／障がい者 虐待     20，司法関係／更生保護 

10，ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ／ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ        21，会員所属機関の見学 

   11, 地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ／地域ｹｱ会議 

 

【問 13】徳島県社会福祉士会だよりについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， じっくり読む ２，一応目を通す ３，ほとんど読まない 

 

【問 14】徳島県社会福祉士会だよりの改善について、該当する項目に○をつけて下さい。 

  

１， 現状でよい  ２，改善を望む  ３，どちらともいえない 

 

【問 14-1】2，（改善を望む）と答えられた方にお伺いします。徳島県社会福祉士会だより 

についてのご意見・ご要望などございましたらご自由にお書きください。 
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【問 15】ホームページについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， よく見る ２，時々チェックする ３，ほとんど見ない 

 

【問 16】ホームページについてその他、ご意見・ご要望などございましたらご自由にお書きく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

【問 17】あなたは、「認定社会福祉士制度」についてご存知ですか？ 

該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，よく知っている 

２，少し知っている 

３，内容は知らないが、名前だけは知っている 

４，内容も名前も知らない 

 

【問 18】あなたは、「認定社会福祉士」を取得したいですか？ 

該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，ぜひ取得したい 

２，できれば取得したい 

３，内容次第で検討したい 

４，どちらともいえない 

５，取得は考えていない 

 

【問 19】認定社会福祉士の取得についてその他、ご意見・ご要望などございましたらご自由に 

お書きください。 
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【問 20】昨年度、当会の元会員が起こした成年後見活動にかかる不祥事についてお伺いします。 

     当会として、現在再発防止について取り組んでいるところですが、再発防止策について

のご意見やご提案がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 21】徳島県社会福祉士会の今後の活動に向けてその他、ご意見・ご要望などござい 

ましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 
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